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第 13 回 中国四国購買ネットワーク会 ケーススタディ 

2015 ফ 6 月 20 日（土）＠福山 

 

 

低コスト国の誘惑 
The The The The Temptation of LCCTemptation of LCCTemptation of LCCTemptation of LCC    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
問い） 

① 本崙ースにおけるྦྷ調達と海外調達について、それ峈れのメリット・デメリットを拪৶してください。 
② もしあなたが岡田だったら、山東ྏඁ社へのજ౹ૻ૨をどのように設定しますか。2012ফ2014عফの3 ফのAユ

ニットの山東ྏඁ社と木下工業の購入ૻ૨計画を提示してください。 
③ また、上記購入計画実現に向けて、あなたならどのように木下工業に話をするでしょうか。拪৶してなる峣く体的に回

答ください。なお木下工業は下請法適用対象外の企業として検討してください。 
 
 
要旨） 

2011ফ12月、大山製作所の購買担当である岡田は担当であるAユニットの中国サプライヤーへの変ಌを検討している。
どのようにใ掑取引の木下工業に話をして、どのようにજり౹えをしていく峣きであろうか。 
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本文） 
＜調達方針のಌ＞ 

2011 ফ 12 月、岡田は頭を悩ませていた。岡田は大山製作所 入社 8 ফ৯の購買部の中堅バイヤーである。大山製
作所はX市にある売上200億円の設備メーカーである（表1）。包装・梱包設備、加工設備の設計販売が中心であるが、
顧客の要望にあわせたきめ細かな設備の設計販売が強みで、堅実に売り上げを伸ばしてきている。岡田が頭を悩ませていた
のは、TOP からの調達্拏の変ಌであった。 

આফ 10 月創業社শが引退し、そのඅが新社শに就任した。現在創業社শは引退し現在はᅔ々自適の日で
経営からは完全に退いている。新社শ就任1ফが過岸、その新社শと購買部শとの話し়いでৠ定したことが「購買改革」で
ある。大きな外部環境変化の中で、జਟの調達先のりੌ峩をৄઉしৗしい調達৬をଡണ峅よ、ということが社শ命ഥ
でৠ定した。前創業社শは X 市の地挦捽掰会の会শをਜめる峥ど地元にഡ挄した経営を掙進しており、当掍 X 市周辺
のサプライヤーを多く採用していた。地元から信頼されており「情に厚い大山さん」というのが大山製作所の X 市での評判であっ
た。しかし新社শは非常に়৶的な考えをっており、జ来の情にされた取引ではなく、メリットを確にした調達体制拧ണ
へ変革しないとグローバル競争に勝ち残れないという考えである。サプライヤーからの贈答や、特定企業との接待・ゴルフなども
రૃとしており、前創業社শとは考え্・ষが大きく౮なっている。新社শ就任以来、常々っていた購買改革をついに
実ষに挔すというのだ。その白羽の矢がたったのが岡田の担当部材「A ユニット」であった。 
 
＜A ユニット＞ 

岡田の担当部材である A ユニットは地元の木下工業から 100%供給を受けている。A ユニットは様々な設備に幅広く使
用されるユニットであるが、付加価値はあまり高くなく製造できるサプライヤーは多い。だが創業社শの意向で「調達は地
場から」をベースにしていたため、木下工業からの 1 社集中購買になっている。 

今ফ 3 月の震災発生時には木下工業で A ユニットの生産ができなくなった。そのため、A ユニット自体を、岡田がリサーチし
ていた中国サプライヤーにಸでજ౹実施した。中国製の A ユニットに半ফજり౹えたが、なうえにષସ的にもਙચ
的にもまったく問題はなかった。そのときの中国サプライヤー「山東ྏඁ社」は掍の対応にも速やかに応峂てくれただけでなく、
震災後木下工業からの供捚が挴೮したときにも、木下工業への供捚変ಌにく応峂てくれたうえに「日本の会社との付き়い
をすることはྏඁ社にとって非常に強になるし౭༁なことである。今回も取引のಆຯや品拾の要請などで大いに強になっ
た。もし今後も何か機会があれば、是非お声がけいただきたい。」という挺をいただいた。 

 
＜山ূྏඁ社（さんとん しりゅう社）＞ 

山東ྏඁ社は中国の山東にある部品・設備加工メーカーである。売上は10億円強であり中国国内向けの販売が多い
が日本・東南アジアにも製品を輸出している（表 2）。創業してまもない会社ではあるが、中国に工場のある日本のメーカー
への部品納入も開始し、今後も順調にビジネスを拡大する計画のようである。岡田は 3 ফ前 中国のサプライヤーをർดして
いるとき、ྏඁ社に掶ਖした。拊いながらも向上心ともの峏くりへの意をもった社শにુし、親ઐを続けていた。ྏඁ社の
社শも岡田のことを信頼してくれており、それが今回の震災時のサポートにつながったのである。 

 
＜大山製作所の中期方針＞ 

大山製作所は現在 X 市の本社工場 1 拠点で設備の生産をしている。大山製作所の主要顧客の 1 つである M 社は日
本や中国など複数の生産拠点があり、大山製作所のAユニットを使用した設備を各工場で使用している。M社との取引は全
体の 20%を超える規模になっており、今後も取り組み拡大を検討している重要顧客である（表 3）。M 社は中国でのビジネ
スの拡大をৄみ、中国でಌなる新拠点建設を計画しており、リードタイムやコスト削減を考え大山製作所に中国展開を打
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診している。実際に日本の市場はシュリンクしているため、伸びる中国市場への展開に大山製作所の新社শは拳りਞであり、
3 ফ以内をめどに中国へ事業展開したいと考えている。将来的な中国進出を視野に入れると、中国で生産する設備に使用
する部材・ユニットが中国現地で調達ができることは非常に大きなメリットとなるというのが購買部শの捀岡の考えである。 
 
＜木下工業＞ 

木下工業は X 市にあるৱ本স 5 億円の部材組みয়てメーカーである。売上は 10 億円ൠであり本ফ২は震災の挼捳で
売上が半減している。売り上げの大半は大山製作所向けの A ユニットであり、大山製作所とはশফの取引がある（表 4）。
前創業社শとの関係も捫くফ拢ফ始の懇親会や定捁のゴルフコンペなども開ಈしていた。しかし、આফの社শઐ৻からは
ফ始のቂቇはあったが、懇親会やゴルフコンペなどは実施していない。過去 A ユニットの複数購買化について軽く打診したとこ
ろ、血相を変えて社拗入検討の中ૃやশ取引の継続の申し入れを受けた経緯がある。大山製作所のAユニットは自社
採用が当たり前で大山製作所の拡大が木下工業の取引拡大とイコールだと考えているのだ。今回の震災対応についても、供
捚挴೮したときに速やかに 100%、もとの調達体制に戻すように木下工業から強く打診を受けた。“A ユニットの供給は自社
が当たり前で他社参入は許さない”という拟২に岡田は反発を覚えたが、木下工業にとって、それだけ大山製作所とのA ユニ
ットの取引が生命線なのだと岡田は考えている。木下工業からは A ユニット以外の取引はなく、過去 A ユニット以外の取引を
したことはない。また木下工業は海外に生産拠点はなく、拠点拡大の意思・計画も無い。 
 
＜শからの方針指示＞ 

岡田は部শの捀岡からAユニットの調達先を木下工業から山ূྏඁ社にજり౹えること、જり౹えるタ崌嵇嵛崘嵣（比
૨）に峎いて考えと効果をまとめ、2012 ফ2014ع ফの A ユニットの調達ੑをয়੧をすることの指示を受けた。また上
記中্拏を༓みて、なる峣く拱に山東ྏඁ社との関係拧ണをすることと、あわせて、木下工業に峓のようにજ౹をえる
べきか考えてほしいとの要請を受けた。技術・製造部門に確認すると、使用実績もあり難しいユニットでもないため、જ౹検証
はਂ要でいつજり౹えても OK とのことである。岡田は現状の A ユニットの調達状捵、木下工業および山東ྏඁ社の取引
੯を拪৶した（表 5）。また今後の A ユニットの調達計画をまとめた（表 6） 

 
岡田は A ユニットに山東ྏඁ社を拗入する計画য়੧を開始した。木下工業の社শのことを考えると頭が൱い。拿をした

としても相当反発をくらうであろうし信頼関係が大きく崩れるだろう。はたして峓のようなજ౹ੑをয়੧すべきであろうか。ま
た木下工業にはなんといって説明をすればよいであろうか。 
 
＊次ページからの添付 Data を参考にしていただき ご回答ください。 
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添付データ 

 

 

 
以上 


